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介護保険特集号

話して

あ んしん
まずホウカツ

だ れでも気軽に
介護予防

ち いき密着
充 実サ ービス

あだち が介 護の
合 言葉

介護 保険 は「予 防」と「安心」で暮らしを支える制 度です。この 制度を維 持するために、介護保険 料が上 がります。

・介護で困ったら・いつまでも元気で介護予防
・介護サービス紹介・介護スタッフの声( 2～3面)

くわしくは4 面をごらんください

お問合せ先　介護保険課 介護保険係253880- 5887



あ だち広 報

介護保険特集号 こ れだけ は押さえたい

介
護

保 険 3 つのポイント

介 護 サービ ス??
手 続き が わ か ら な い

最 近 、母 の 物 忘 れ が

多 く て 心 配 …

1 介 護 で 困 っ た

そんなときは

ホウカツヘ 介護保険制度の
説明や申請の
代行も 行います

お 気 軽 に
ご相 談く ださい

ホ ウ カ ツ( 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー) と は

高 齢者 の総 合 相談 窓口 として 、高 ● の 方やご家 族 の生 活
の 悩み・問題 の 相談 に応 じてい ます 。区内 には25 箇所 の

地 域 包括 支 援 センタ ー があり ます 。介 驤 の 悩 みは 、まず
はお 近くの地 域 包 括支 援 センター にご循 絡 ください 。

訪 問 支 援 事 業
地 域包括 支援センター の職員 が要

介 護認定 を受けてい ない方 の自宅
へ個 別に訪問し、相談に応じていま
す。住み慣 れたまちで長く生活でき

るよう に介 霞予 防 教室 、認知 症カ
フェなどの案内を行っています。

「ホウカツ」で申 請できる高齢者向けサービス

● 紙おむ つ等の支 給

● ねたきり高齢者の 寝具乾 燥　
消毒およ び訪問理 美容

● シルyF カー・ 電磁調理 器・
自動 消火装置の支 給

● 徘 徊高齢者 位置検索 システム
費 用助成

● 介護 保険外 の住宅改 修( 予防縮付)
● 見守りキーホルダー・　

介霞 マークの交付など

↓ 見守 り 牛- ホ ルダ ー

介 護 マー ク →

お 問合 せ先

地 域 包 括 ケ ア シ ス テム 推 進 担 当 課 ず顋難 壥 訌 誹
お 近 くの「 ホ ウ カツ 」連 絡 先 は イン ター ネットか ら
畤: がwww. u- syst e! r n. com/ u- wl ns/ adachi / g_ kai go/医療介護情報提供システム 足立区 検 索

2 いつまでも
元 気でいたい

そんなときは

介護予防
皆 様の 地元 には 介 護予 防 につな がる 活動 やイベ ント が
たくさんあ ります 。お気 軽 にご 参加く ださい 。

介 護予 防 教 室
『は つ ら つ 教 室 』

65 歳以 上 の要介 譖愬定を 受け てい ない方 を対象

に 。元 気な 高 齢者を 増 やすこ とを 目 指し て、各地
域 学習 セン ター や室 内プ ール など で 運動 機能向
上 のため の教室 を開 催してい ま す。

お問 合せ先 地 域 包括 ケアシ ス テム 推 進 担 当 課

3880- 5885

パー クで 筋卜 レ・
ウ ォーキン グ教室

「yF ク で筋 ト レ」は 公 園 や 広 場 を 活 用 し て 、お お む ね65

歳 以 上 の 方 を 対 象 に 、指 導 員 のも と スト レ ッ チ や 筋 トレ

な ど を 行 い ま す( 申 込 不 要) 。「 ウォ ー キ ング 教 室」は 、区 内

外 の 独自 コ ー スを 指 導 員と 一 緒 に 歩 き ま す( 事 前 申 込) 。

「パークで筋トレ」
参 加 者 の 声

木 村貞 文 さん 、光 代 さんご 夫 鐇

あ だち広報を 見て 健康づく り のた
めに 参加 するよ うになりまし た。
転入して2 年になりま すか、足立区
は賁い 糊も 便利で 住み やすく 、こ の
教 室も無料 で身 体を 動 かせる だけ
でなく、地 域の方と触れ合えるこ と
がい いで すね。孫が6 人い る ので、
い つ まで も 元 気で 薯 ら し たい と
思 ってい ます。

お問 合せ先 スポーツ振興課 振興係
a　3880- 5826

パー クで 筋ト レ開 催 場 所 は 足 立区 ホ ーム ペ ージ

パークで筋トレ 検 索

ht t p: / / www. ci t y. adachi . t okyo. j p

お 茶飲 み
し ま せん か ?ふれあいサロン

地 域の方 々が 気軽 に集 まって 、お茶 を飲 みな がら
お しゃ べり や趣味 活動 を楽し む居 柵所 です 。サロ
ン に参 加するこ と で、仲間 がで きて 介護 予防 にも

繋 がり ます。参 加して みたい 方 や立 ち上 げに 興味
があ る方 は、お気 軽にご 相談く ださい 。

お 問 合 せ 先 基 幹 地 域包 括支 援 セン ター

S　6807- 2460

地 元で

ボラ ン
テ ィア元気応援ポイント 事業

介 護 サ ー ビ ス を 受 け てい な い65 齒 豈 卜 の 方 が ボ ラ ン

テ ィ ア 登 録 を す ると 、元 気 応 援 ポ イ ン ト 手 帳 が 交 付 さ

れ ま す 。区 内 の 介 護 施 設 な ど で 介 護 予 防 を 目 的 に 活 動

す る と 、活 動 時 間 数 に 応 じ て 、活 動 交 付 金( 年 度 上 限5, 000

円) の 申 爾 がで き ま す 。お 近 く の5ζ 匝 事 務 所( 中

央 本 町 の ぞ く) ま た は 介 護 保 険 課 で 登 録 で き ま す 。

「元気 応援 ポイント 」
ボラ ン テ ィア の 声

高 橋サ ダ子 さん
利 用 者 の 方 と一 緒 に 、童 謡 や 唱 歌を

歓 いな がら 手 遊 び を して い ま す 。

元 気 応 援 ボラ ン テ ィア は 個 人 で活 動

で き る ので 、マ イペ ース に 楽 し く 続 け

ら れ 、4年 目 に な り ま し た 。私 自 身

も 、利 用 者 の 方 から「 あ り が と う 、

待 って い る よ 」と 声 を 掛 けら れ 、たく

さ ん の 元 気 をも ら ってい ま す 。

元気応援
ポイ ント 手帳

お問 合せ先 介護保険課 介護保険係
酋3880- 5887

3 どんなサービ ス
があ るの?

教えます! !

充実サービス 介 讎 保 険 には 、自宅 を 中心 に利 用 する サー ビ スと、

施 設 に入 所 するサ ービ スがあり ます。必 要 な支 援 の
度 合い によ って、利 用で きるサー ビス は員 なり ます。
群 しく は「 ホウカ ツ」へ お胃 合 せくだ さい 。

安心の居宅サービス
定 期巡 回・随 時対 応型 訪問 介 護 看 護

24時間対 応の訪問サービ ス
1日に 複数回 、短時 間の定期訪 問とコ ール機 によ る随

時訪問 を行い 、訪 問看護も 併せて利 用すること ができ
ます。認知 症・高齢の方 の見守り や服薬 、安 否確 認など
を 行うことで 在宅生 活の安定・継続が図 れます。

看護小規模多機能型居宅介護

通い・訪問・泊まり などを組み合わせたサービス
小さ な住宅 型の施設で 、自宅に 来ても らう「訪問 」(介護

と 看護) 、施 設に「通う」サービ ス、「泊まる」サービスを
柔軟に受 けら れま す。床 ずれの手 当てや点 滴の管 理な
ど の医療 処置も、施設や自宅で 看護師が行 います。

福 祉 用 具 の 貸 与( しンタル)

スロ ープ( 工 事をともなわな いもの) 、歩行 器。車 いすや
電 動ペットなど 、自立した生 活を 送る ために福 祉用 具
を 借り ること ができます。

住宅 改 修 事前申請必要
生 活環境 を整えるため の手すり の取り付け や段差の 解
消な ど、小規 模な住 宅改修 に対して要介 護区 分に関 係
なく上限20 万 円を限度 に、自己 負担分を 除いて費 用の9

割 からフ割 が支 給さ れます。(自己 負担1割 から3 創)

毎日楽しい!施設サービス
特別 養護老人ホーム

つ ねに介 護が必 要で、自宅では介 護ができ ない方 が対
象の施 設 です。現 在、区内 には24 箇 所あり ます。さら
に、平 成30( 2018) 年度に2 簡 所( 花畑・千住 桜木) 、平

成31( 2019) 年 度に1簡 所(中央本 町) 開設予定で す。

介護老人保健施設・
介護療養型医療施設

介護老人保 健施設は病 状か安定し、リハビリに重点をお
いた介 護が必要な 方を対 象とした施設 で、区 内に14 簡

所あります。介 護療養型医療施設は急性 期の治療が終 わ
り 、病状は安 定しているものの、長 期間にわたり瘻善が必
要な 方が対象の施設( 病院)で、区内に3 簡所あります。
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利 用者 さま

ご家族の 声
何か あれ ば
すぐに 連 絡

い た だけるの も
安 心です

お 友 達と

喋る こと 、
毎 日 の体操
も 桑 し み

義 母 と 自 分 の 両 親 が お 世 話 にj

な っ て い ま す 。 入 所 が 決 ま る

ま で の 問 は 、 ショ ート ステ イや

有 料 老 人 ホ ーム の 介 護 サ ー ビ
スを 利 用 し て い ま し た 。 介 護

保 険 が な け れ ば 、心 身 と も に

負 担 が 大 きく 、 経 済 的 にも 大

変 だ っ た と 思 い ま す 。 三 人 同
時 の 介 護 を 乗 り 越 え 、 今 は 、

ホ ー ムで 暮ら す 毋 達 の 明 る い

笑 顔 を 見 るこ と が で き 、 本 当
に 感 謝し てい ま す 。

私たちが支えています! !

汾
- ざ

叺

小 学 校 時代 のボ ラ ン テ ィア 訪 問 が き っ か け で 就 職

し まし た 。当 初 は 資 格 が なく不 安 も あ り まし た が、

働 き な がら 研 修 に 参 加 する こ とも で き 。 今 は 利
用 者 さ ん の 笑 顔 に やり が いを 感 じ る 毎 日 で す 。

シ
- y だ ん

元々 、人 と 接 す る こと が 好 き で 、 外 国 人 の 介 護
職 受 入 れ 制 度 を 利 用 し て 働 い て い ま す 。 利 用 者

さ んか ら 日 本 の 昔 話 や 難し い 日 本 語 も 教 え ても

らえ て 勉強 になり 、と って も 楽 し いで す 。

疣韭戻 亟

利 用 者さ ん と のコ ミ ュニ ケ ーシ ョ ン の中 で は 、 日々 新し

い 発 見 が あり 、 働 き が い が あり ま す 。 足 立 区 に は 褒 章

制 度 が あ る んで す ね 、 ま す ま す や る 気 が 沸 き ま し た 。
目 標 にこ れ から も 頑 張 り ます!

若い力が笑顔で
活躍し てます! !

足立 区 も

応援! !
介 護人材の 定着 に
力 を 入 れ て いま す

介護 従事 者
永 年勤 続褒 賞

一 一区で は11月11日の「介護 の日」 に合わせて、介 護サービス事
業所 等に永年勤 続している方々を対象 にした褒賞 式典を 開催
しています。平成29 年度は608 人が受賞さ れました。

図 二TこI・1 介護 保険 課 介 護保 険係 a3880- 5887



介護保険料が
上がります

みなさまが支えている
介護保険制度
介護 保 険 料 は 適 切な 介護 保 険 制 度 の 運営 、
高齢 の方の た めの 暮ら しや 活動 の充 実に使 わ れてい ます。

お
問
合
せ
先

介護保険料
について

介護保険課 資格保険料係

a　3880- 5744
介護保険の財政
について

介護保険課 介護保険係

a　3880- 5887

みなさまの保険料が活かされていま す

足 立 区 の 介護 保 険 給 付費 の50% は介 護 保 険 料、残 り の50%
は 国・都・区の 税 金で 構 成さ れ てい ま す。

介 護 保 険 の

財 源 構 成　

に つ い て

徒(
居 宅 サ ー ビ ス)

※ 金額 は 平成30( 2018) 年 度の 見込 み 額

要介護認定を受けた方が増え続けています

区 で 要 介護 認 定を 受 け た 方 は、介 護保 険 制 度 が始 ま った 平 成12 年 度 は
約1 万1, 000 人 でし たが、平成29( 2017) 年10 月 には 約3万4, 000 人 に 増
加し まし た。介護 に かか る費 用( 保 険 給 付費) も増 え 続 けてい ます。

介護保険事業の現状と推計

平成30 年4月から　 介護保険制度の主な改正点

65 朧以 上 の方 の 保険 料 は、区 の 介護 サ ービ ス費 用 が
まか なえ る よ うに 算出 さ れ た「 基 準額 」をも と に 決ま り ま す。

( 1)基準額の変更

足 立区 で必要な
介護サービスの

総費用
( 平成30 年 度 から3 年閠)

×
65歳以上の方

の負担分

23%

÷

9 宥区に住む65

纔以上の方

の人数

=
115?
足6, 580b

( 1 カ鷽あたり)

改正前より

400 円
上 がります

( 2) 所得の高い層の負担割合
サ ー ビ ス 利 用 科2 割 ⇒3 割 へ

要 介護 認 定 を 受 け て い る2 割 負 担 者 の う ち 特 に 所 得 の
高 い 屬 の 自己 負 担 が3 割 に なり ま す。
区 で は 約1, 700 人 が3 割負 担 に 該当 する 見 込 み で す(

月 額44, 000 円 の 負 担上 限 額 あり) 。

( 3) 40歳～64歳の方の保険料

各 医 療保 険 者 が納 付 す る 介護 納 付金 は 、加入 者 数 に 応じ
て 決 まっ て い まし た が 、今後 は 収 入に 応じ た負 担 割合 へ
変 わ りま す。こ れに よ り区 で は 負 担増 と なる 被 保険 者 が
約10 万 人 、負 担 減ヵ肭13 万 人 の 見込 みで す 。

平成30 年度から3年間の介護保険料か決定しました

足立区独自の
保険料軽減制度を拡大します

第1段階から第3段階の方を対象に、上記表の3特例軽減B～1特例軽減Bの軽減制度があります、

平 成30( 2018) 年 度 か ら 対 象 と な る 方 の 収 入 、預 貯 金 の 条 件 が 緩 和 さ れ ま す。詳 細 に つ い ては 、4

月 上 旬 発 送 予 定 の「 仮 賦 課 決 定 通 知 書 」に 同 封 さ れ る「 介 護 だ よ り 」の5 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。


